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研究成果の概要（和文）：本研究は、文章表現科目の改善に資する理論的枠組やツールの提供を主目的としてい
る。研究成果としては、文章表現科目の質を向上させるために押さえる6つのポイントを明らかにした上で、新
たな知見として３点を提示できた。第１に、読み手に対して説得や共感を求める「対人課題型」テーマと、自己
の経験を振り返る「対自己課題型」テーマ、様々な情報から課題を発見し、解決策を構想・表現するタイプの
「対課題型」テーマを融合するテーマ設定が重要であるということである。第２に、アクティブラーニングの導
入によって生じる課題とその解決方法に関する視点を提示した。第３に、学力の３要素を育成するALと授業設計
の類型化を行った。

研究成果の概要（英文）：The main objective of this research is to provide tools and a theoretical 
framework that contributes to improving Writing programs in higher education. As a result of the 
research, three more points could be presented after clarifying the six points that should be kept 
in order to improve the quality of Writing programs. First, it is important to set a theme that 
combines three types of theme, "Interpersonal type theme" seeking persuasion and empathy to readers,
 "Reflective type theme" looking back on his/her own experience, "Subject-matter type theme" 
discovering appropriate problem and solution from various information. Secondly, we presented 
perspectives on problems caused by introducing active-learning methods, and its solutions. Thirdly, 
we classified the active-learning methods and the program design to nurture three types of ability.

研究分野：初年次教育
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)文章表現科目はいまや８割以上の大学で
導入されるほど一般的な科目になったが、そ
れでも多くの大学で混乱が見られている。開
講形態も、リメディアル科目や初年次科目、
アカデミック・ライティング等様々な科目で
導入されている。また、様々な分野の教員が
複数で担当することが多い。そしていざ開講
となると、カリキュラム、シラバス、授業の
運営は、担当者の持つ経験やノウハウにまか
されてしまうことが多い。複数担当者の場合
は、 担当者間での教育目標や授業スタイル
の違いから、シラバスの不統一(自由裁量)に
つながりやすい。その結果、指導計画や教
材・配布資料も、各担当者が個別に準備する
事になりやすい。 
(2)文章表現科目は、組織的な質保証を担保す
る教育システムの一貫として展開されてい
ないことも多い。科目の到達目標が学部 DP
と紐付いていない場合も散見される。レポー
ト評価も教員によってバラバラなことが多
く、ルーブリックなどを活用した評価方法は
普及しているとは言い難い。 
(3)すなわち、多くの大学において開講されて
いる文章表現科目は、その目的・達成目標・
授業計画・評価のいずれの局面においても混
乱が見られる。だが同時に、担当教員の多く
は、こうした現状に関して問題意識を持ち、
解決策を求めている。 
 
２．研究の目的 
(1)多くの大学で混乱が見られる文章表現科
目の授業デザインを調査し、類型化・体系化
を行う 
(2)キャリア教育や専門基礎教育などに分断
されがちな現状をのりこえ、生涯教育の観点
から「言語を通じて生きる・生涯学び続ける
力を獲得する」文章表現科目の可能性を探る。 
(3)「生きる力」を獲得するための文章表現科
目のモデルを構築したうえで、文章表現科目
を評価し自己改善に資する評価ツール(ルー
ブリック)および授業改善ツールを開発する。
(4)こうしたツールを公開し、ワークショップ
等を実施することにより、多くの文章表現科
目担当者の授業改善に貢献することとする。 
本研究の意義は、初年次科目やアカデミッ
ク・ライティングの分野で展開されてきた文
章表現科目に対して、キー・コンピテンシー
等の観点という新たな枠組を提供すること
にある。文章表現科目が、「語彙・文法思考」
や「学びの基礎思考」、「学術志向」にとどま
ることなく、より広い観点から学生の「生き
る力」を獲得するための科目として位置づけ
られることは、文章表現科目の意義と可能性
を広げることにつながるであろう。 
 
３．研究の方法 
(1)文章表現科目担当者等が多く参加するシ
ンポジウムや FD セミナー等で、教員へのア
ンケートやヒアリング等を実施し、シラバス

のねらいや到達目標等を元に、現在展開され
ている文章表現科目を改めて類型化した。大
別すると、リメディアル系、キャリア教育系、
リテラシー育成系、アカデミック・ライティ
ング系の 4種類となる。作成させる文章のパ
ターンも、自己表現系、ビジネスレター・手
紙系、論理的主張系、論証系等に分かれる。
授業方法は、個人ワーク系、ペアワーク系、
グループワーク系の 3つに分かれる。授業設
計は、各コマ単独実施型、複数コマを組み合
わせるユニット型、全体で 1本のレポートを
作成する大作型の 3つに分かれる。 
(2)文章表現科目が実施されている授業をパ
ターン化すると同時に、これらをさらに理論
的な観点から統合し、以下に示す 4つの枠組
みとしてモデル化した。これらのモデルを、
様々な公開 FD セミナーにおいて提示し、実
際に文章表現科目を担当している教員たち
と対話を繰り返しながら、修正を続けてきた。
以下に、本研究を通じて構築した４つの枠組
みを示す。 
 
４．研究成果 
(1) ６つのポイント 
文章表現科目の質を向上させるためにおさ
えければならない点として、以下の 6つのポ
イントを指摘した。 
A ディプロマ・ポリシーと連動した目的・目
標の設定とシラバスの作成 
B ライティング・プロセスの重視 
C 授業のユニット化 
D 対人・対自己・対課題の３領域を意識した
テーマ設定 
E アクティブラーニングの組み込み 
F 教育観を相対化したうえでの教員の協働 
このうち、Aと Eについては文章表現科目以
外にも当てはまる内容だが、その他は文章表
現科目特有の問題である。授業設計と教材作
成のレベルにおいてこれらを踏まえられる
かどうかが重要になってくる。 
(2) ３領域を意識したテーマ設定とその融合 
上記のポイントのうち、D に関する内容を掘
り下げてモデル化を行った。文章課題のテー
マは、キー・コンピテンシーの観点にもとづ
き３領域に分類できる。第１に、読み手を意
識し、読み手に対して説得や共感を求めるタ
イプの文章課題を「対人課題型」テーマと呼
ぶ。第２に、自己と向き合い、自己の経験を
振り返り、そこからの気付きを求めるタイプ
の文章課題を「対自己課題型」テーマと呼ぶ。
また、様々な情報から課題を発見し、課題を
解決するための方法を構想し、その内容を論
理的に表現するタイプの文章課題を「対課題
型」テーマと呼ぶ。これらは具体的には、就
活等のエントリーシートや、ビジネス文書や
商業文、論証型レポートなどの違いによって
現れてくる。文章表現科目においては、１つ
のタイプのみを扱うことが多いがこれらを
使い分けられるようになる指導が、初年次教
育においては重要であろう。 



さらに、これらの 3 類型を融合させたテー
マ設定を考える必要があるという点が、本研
究から導き出される提言である。 
一般的に、対課題型テーマは日本語リテラ
シーを育成するために設定され、対自己型テ
ーマはリフレクションのために設定される
ことが多い。しかし、往々にして、学習者の
レポートが、当事者意識に欠けた課題解決策
の提案や、逆に社会的な視点を欠いた自己中
心的なモノローグになることが多い。 
そこで、社会課題に対して当事者意識をも
とに考えさせたり、自分の内面的な興味関心
を社会課題と接続させることが求められる。
つまり、社会的課題に対して個人的な問題意
識を接続すること（課題の問題化）、個人的
な問題意識が社会性を持つことを意識させ
ること（問題の課題化）、さらに、独りよが
りでなく読み手の説得や共感が得られるこ
との 3 つは、3 類型としてばらばらに扱うテ
ーマではなく、一体として総合的に捉えられ
るべきことであるとわかる。こうした観点を
ふまえた課題設定により、知識を自分事とし
て活用する力を育て、社会の一員としての自
己の経験を見つめ、そこから生まれた自分の
考えを他者に伝達できる力を育成すること
になる。そのことを通じて、文章表現科目は
「生きる力の育成」に近づいていくといえる。 
 
(3) AL の導入と深化 
E のアクティブラーニング（以下 AL）の導入
についてもさらに掘り下げてモデル化を行
った。まず、Aをもとに Bと Cをふまえると、
文章表現科目の位置づけが明確になり、資料
読解やアイディアの共有といったプロセス
も授業に組み込まれる。その際に AL が導入
されることも多い。ただし、AL を組み込み、
インプットを増やし、協働で思考するプロセ
スを強化しても、やはり没個性的な文章や、
社会課題を他人事として捉える文章や、AL で
生じがちなフリーライダー問題は解消され
ないことが多い。 
本研究の大きな成果として提示できるのは、
AL を導入することで生じる課題は、AL をさ
らに深化させことで解決可能となるという
視点である。2017 年 3月に公示された小中学
校の次期「学習指導要領」では、アクティブ
ラーニングという言葉の代わりに「主体的・
対話的で深い学び」という言葉が登場した。
この「主体的・対話的で深い学び」というキ
ーワードを手がかりにすると、アクティブラ
ーニングの深化を通じて先の課題に対応で
きることが見えてくる。 
以下の表で図式化したように、「主体的」「対
話的」「深い学び」に対応するのは、対自己・
対人・対課題という３つの領域と関わる資質
や能力でもある。すなわち、AL を深化させる
によって、授業を通じて育成可能な力が、語
彙や文法といったリメディアル的な観点か
ら、次第にいわゆる学力の 3要素のすべてに
広がっていくことが示唆される。 

表１ AL の導入と深化によって発展する「育
成したい能力・資質」 

 導入以前の
段階 

導入の 
初期段階 

導入の 
発展段階 

主
体
的
（
対
自
己
） 

学生が文章
表現科目の
意味を理解
できておら
ず、いやいや
書かされて
いる。 

学生が文章表
現科目の意義
を，職業との
関連性で理解
し、文章を書
くことに興味
を持てる。 

リフレクショ
ンのプロセス
がライティン
グに埋め込ま
れ、自己の経験
から学び，成長
につなげられ
る。 

対
話
的
（
対
人
） 

学生間の対
話は存在し
ない。フィー
ドバックも
教員の添削
やコメント
のみ。 

ジグソー学習
法等によりイ
ンプットを学
生間で分担し
たり、アイデ
ィアを出し合
うことができ
る。 

相互批評・推敲
を通じて、他者
の視点を取り
込み、相手に気
づきを促すこ
とができる。 

深
い
学
び
（
対
課
題
） 

新聞記事１
本などの少
ないインプ
ットで、自分
の意見を書
く。 

複数の資料を
収集・分析し，
それらを比較
検討しながら
自分の意見を
論理的に構想
し，表現でき
る。 

社会的な課題
を“自分事”と
して捉え、自分
の立場から解
決策を提案で
きる。 

 
 
(4) 学力の３要素を育成する AL と授業設計
の類型化 
最後に得られた成果とは、AL の手法及び授
業設計のポイントを、AL の３要素（主体的・
対話的・深い学び）と、学力の３要素（育成
すべき資質・能力３つの柱）に対応させた整
理を行ったことである。このマトリックスを
活用すれば、文章表現科目を通じてどのよう
な資質・能力を育成したいかによって、採用
する AL の手法や授業設計を設定することが
容易になる。また、現在シラバスに設定され
ている到達目標と授業設計や方法が適合的
かどうかもチェックできる。 
 
表 2 育成すべき資質・能力の３つの柱と対
応する授業設計及び AL 手法例 
観点 
 

領域 

知識 
技能 

思考力 
判断力 
表現力 

学びに向か
う力・人間性 

主体的 （例)反転学習 
カリキュラ
ムマップ 

リフレクシ
ョン 

対話的 
（例）ピア・
インストラ
クション 

（例）ジグソ
ー学習法 

（例）ピア・
レスポンス
（協働推敲） 

深い学
び 

インプット
する知識の
量と質 

プロセスの
重視、コマの
ユニット化 

社会課題に
対する当事
者意識 

 
本研究は、多様な文章表現科目に対して理
論的な観点からモデル化を行うものであっ
た。これらのモデルは、今後の授業改善に資
する成果につながったと考える。 
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At the Edge)公開 FD セミナー」日本語
表現デザイン塾・北陸大学共同開催 FD
セミナー、2016 年 12 月 03 日、金沢歌劇
座 

 
② 山本啓一「生きる力を育成する，対課
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2016 年 03 月 19 日、京都大学 
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キルの養成―アクティブラーニングを
組み込んだ文章表現科目の授業設計」ア
カデミックジャパニーズグループ定例
研究会(招待講演)、2015 年 02 月 07 日、
東京海洋大学 
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